
 

   
 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
６
月
２３
日

大
阪
市
内
で
第
６２

回
定
期
総
会
を

７１
人
の
出
席
で
開
催
。
こ
の
１
年
間

防
衛
省
助
成
制
度
を
利
用
し
た
大
阪

市
大
に
よ
る
軍
事
研
究
は
許
さ
な
い

と
革
新
懇
、
科
学
者
会
議
と
と
も
に

尽
力
で
き
た
こ
と
、
５
月
３
日
２
万

人
参
加
の
「
お
お
さ
か
総
が
か
り
集

会
」
で
青
年
学
生
部
の
山
本
の
り
こ

さ
ん
が
午
前
中
に
実
施
し
た
「
若
者

百
人
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
に

つ
い
て
壇
上
で
発
表
す
る
凛
と
し
た

姿
勢
が
好
評
を
呼
ん
だ
こ
と
な
ど
で
、

会
員
・
紙
誌
読
者
数
の
三
指
標
を
２１

世
紀
最
高
で
迎
え
た
だ
け
に
、
活
気

に
満
ち
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
西
晃
弁
護
士
に
よ
る
恒

例
の
憲
法
講
演
。
西
弁
護
士
は
、
「
来

年
天
皇
の
代
替
わ
り
が
入
っ
た
と
は

い
え
、
安
倍
首
相
は
１９
年
憲
法
９
条

改
憲
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な
い
。 

〝
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生

か
す
３
０
０
０
万
署
名
〟
を
集
め
き

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
モ
リ
ト
モ
」

問
題
で
大
活
躍
中
の
辰
巳
孝
太
郎
日

本
共
産
党
参
議
院
議
員
の
連
帯
挨
拶

の
後
、
上
羽
事
務
局
長
が
活
動
総
括

と
方
針
案
、
吉
田
事
務
局
次
長
が
収

支
決
算
と
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

続
く
討
論
に
は
１７
人
が
参
加
。 

大
阪
原
水
協
理
事
長
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
に
向
け
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
」
を
広
げ
る
た
め
「
同

署
名
推
進
・
大
阪
の
会
」
を
結
成
し

て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
、
大 

    

阪
安
保
事
務
局
長
は
、
１１
月
１８
日
の

沖
縄
県
知
事
選
に
勝
利
す
れ
ば
辺
野

古
新
基
地
建
設
工
事
は
止
め
ら
れ
る
、

寺
戸
月
美
副
会
長
（
下
の
写
真
）
は

「
都
構
想
」
を
許
せ
ば
大
阪
市
の
財

源
が
７
割
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ
市
民

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
必
至
で
あ
る
と
そ

れ
ぞ
れ
発
言
し
ま
し
た
。 

基
礎
組
織
で
は
、
西
淀
川
の
今
村

さ
ん
・
中
村
さ
ん
の
村
々
コ
ン
ビ
が
、

漫
才
〝
憲
法
を
守
ろ
う
〟
を
披
露
、

吹
田
は
平
和
委
員
会
か
ら
の
要
望
を

受
け
市
が
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
３５

周
年
事
業
」
を
実
施
し
８
月
６
日
に

「
平
和
大
使
」
（
中
学
生
１２
人
）
を

広
島
に
派
遣
す
る
こ
と
、
八
尾
は
３

月
「
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
」
で
満
蒙
開

拓
記
念
館
な
ど
訪
問
し
、
９
月
高
槻

が
こ
れ
に
な
ら
っ
て
同
じ
ツ
ア
ー
を

実
施
予
定
で
あ
る
こ
と
、
旭
区
は
年

度
初
め
に
都
島
へ
１０
人
の
会
員
を
転

籍
さ
せ
た
が
、
「
役
員
み
ん
な
で
増

や
す
」
運
動
を
展
開
し
、
２
４
２
人

の
会
員
で
こ
の
総
会
を
迎
え
た
こ
と
、

都
島
は
毎
月
の
よ
う
に
映
画
会
な
ど

企
画
を
実
施
し
会
員
・
読
者
を
増
や

し
て
来
た
経
験
、
そ
し
て
高
槻
は
、

大
阪
北
部
地
震
の
被
害
の
状
況
と
新

婦
人
と
取
り
組
む
「
平
和
バ
ス
ツ
ア

ー
」
に
つ
い
て
、
堺
は
昨
年
の
市
長

選
で
勝
っ
た
結
果
「
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
」
を
再
選
さ
れ
た
市
長
が
後

援
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

歯
科
保
険
医
協
会
所
属
の
女
性
会
員

は
、
原
発
事
故
被
害
者
１
・
２
万
人 

の
一
人
と
し
て
国
を
相
手
取
っ
て
訴 

          

訟
中
だ
が
こ
の
総
会
の
討
論
を
聞
い

て
元
気
が
出
た
こ
と
、
東
大
阪
は
「
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
と
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
」
両
署
名
に
賛
同
す
る
よ
う
市

長
に
要
請
し
た
が
市
長
が
耳
を
貸
さ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発

言
し
ま
し
た
。
討
論
の
後
、
２
０
１

８
年
運
動
方
針
・
予
算
案
、
二
人
の

理
事
を
補
充
す
る
役
員
人
事
、
そ
し

て
「
決
議
」
が
一
括
し
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
大
阪
北
部
地

震
の
被
災
者
に
向
け
義
捐
金
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

 

  
 
 
 

 

【
青
年
学
生
部 

山
本 

樹
】 

今
年
で
６０
回
目
を
迎
え
る
原
水
爆

禁
止
国
民
平
和
大
行
進
（
以
下
平
和

行
進
）
は
、
昨
年
７
月
７
日
に
国
連

で
採
択
さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
発
効
を
求
め
て
昨
年
以
上
に
盛
り

上
が
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
６

月
３０
日
～
７
月
７
日
に
か
け
て
の
大

阪
通
し
行
進
で
は
、
何
度
も
の
大
雨 

の
な
か
沿
道
で
呼
び
掛
け
た
「
ヒ
バ 

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
２
４
５
筆
も 

集
ま
り
、
被
爆
者
援
護
と
平
和
行
進

の
成
功
の
た
め
に
３０
万
円
近
く
の
募 

          

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
突
然
禁
止
条
約
の
議
論
が

始
ま
り
、
採
択
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
禁
止
条
約
の
前
文
に

は
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
市
民
社
会
の
長

年
の
努
力
に
よ
っ
て
核
兵
器
の
非
人

道
性
と
廃
絶
の
必
要
性
が
世
界
中
に

伝
播
し
、
こ
の
条
約
の
合
意
に
至
っ

た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

府
内
通
し
行
進
に
参
加
し
て
、
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
求
め
て
踏
み
出
す

一
歩
、
「
今
こ
そ
核
兵
器
を
な
く
そ

う
」
と
あ
げ
る
声
、
沿
道
で
集
め
る

国
際
署
名
の
一
筆
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ

と
つ
の
意
思
表
示
が
６０
年
間
積
み
重

な
り
、
「
人
類
史
上
の
転
換
点
」
と

も
呼
ば
れ
る
今
の
情
勢
が
あ
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

禁
止
条
約
採
択
か
ら
ち
ょ
う
ど
一

年
、
条
約
批
准
国
数
は
コ
ス
タ
リ
カ

が
批
准
し
た
こ
と
で
１１
ヵ
国
と
な
り
、

発
効
要
件
の
５０
ヵ
国
に
少
し
ず
つ
近

づ
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
核
保
有

国
な
ど
は
発
効
の
阻
止
に
向
け
て
更

に
圧
力
を
強
め
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
る
い
ま
、
条
約
発
効
と
２
０
２
０

年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
、「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
通
し
て
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
求
め
る
市
民

の
意
思
を
国
際
社
会
に
突
き
付
け
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
和
と
民
主
主
義
を
求
め
る
市
民

の
声
が
世
界
を
大
き
く
動
か
す
時
代
、

私
も
そ
の
一
人
と
し
て
「
核
兵
器
の

な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
」
の
実
現

に
向
け
て
よ
り
多
く
の
人
と
一
緒
に

こ
れ
か
ら
も
声
を
あ
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

             

 

            

 
 

《８月の行事予定》 
1日(水) ピースインおおさか「海外代表と語るつどい」
      13:00 たかつガーデン・コスモス 

 4 日(土）原水爆禁止世界大会・広島 (～6 日) 
開会総会 14:00～16:30  
広島県立総合体育館・グリーンアリーナ

 5 日(日) 〃分科会／動く分科会 9:30～15:00   

 9 日(木）原水爆禁止世界大会・長崎  

10:30 長崎市民会館体育館 
 11 日(土）沖縄県民大会 11:00 奥武山公園 

25 日(土）日本平和委員会常任理事会 13:00 （～26 日）

2018 年７月 25 日（水曜日） 

2175 号 

各地の「戦争展」のご案内 

◇天王寺 7／28（土） 

10:30 市社会福祉センター 

◇堺市 7／28・29（土・日） 

 サンスクエア―堺 

◇吹田 8／10・11（金・土） 

 メイシアター 

◇八尾 8／5（日） 

 プリズムホール   



 

７
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
）

岐
阜
市
内
で
日
本
平
和
委
員
会
第
６８

回
全
国
大
会
が
全
国
３１
都
道
府
県
か

ら
２
１
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
近
藤
理
事
長
を
は
じ
め

１７
人(

青
年
２
含
む)

が
参
加
。 

基
礎
組
織
か
ら
は
旭
区
、
西
淀
川
、

生
野
、
天
王
寺
、
住
之
江
、
北
区
、

高
槻
、
吹
田
、
堺
の
９
各
地
域
と
関

共
、
歯
科
保
険
医
協
会
の
２
職
場
が

参
加
。 

 

１
日
目
の
全
体
会
討
論
で
は
、
大

阪
か
ら
は
岩
本
青
年
協
議
会
議
長
を

含
め
４
人
が
発
言
（
漫
才
を
含
む
）

し
ま
し
た
。
片
方
副
会
長
は
、
全
国

女
性
委
員
会
責
任
者
と
し
て
全
国
で

の
女
性
会
員
の
拡
大
と
各
県
役
員
の

な
か
で
の
女
性
幹
部
比
率
増
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
大
阪
で
は
毎
年
女
性

委
員
会
企
画
を
実
施
し
成
功
さ
せ
て

い
る
と
報
告
し
ま
し
た
。
中
村
西
淀

川
事
務
局
長
と
永
松
吹
田
事
務
局
長

の
ふ
た
り
は
、
漫
才
「
憲
法
を
守
ろ

う
」
の
さ
わ
り
を
披
露
し
会
場
の
爆

笑
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

２
日
目
の
閉
会
集
会
で
は
、
仲
間

づ
く
り
表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
阪

は
こ
の
１
年
間
全
国
の
仲
間
づ
く
り

を
牽
引
し
た
だ
け
に
、
数
々
の
表
彰

の
対
象
と
な
り
ま
し
た(

下
に
列
挙)

。 

ま
た
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

地
域
部
門
で
八
尾
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。 

 
 
 以

下
は
二
人
の
参
加
感
想
文
で
す
。 

   

 

《
生
野
区 

室
谷
雄
二
》 

「
優
位
な
情
勢
を
ど
う
生
か
す
の
か 

が
問
わ
れ
て
い
る
」 

こ
の
全
国
大
会
で
、
注
目
し
た
二

つ
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、

内
藤
功
・
代
表
理
事
が
、
朝
鮮
半
島

の
対
話
と
交
渉
に
よ
る
劇
的
な
転
換

点
に
ふ
れ
、
「
北
朝
鮮
の
脅
威
を
最

大
の
口
実
と
す
る
『
戦
争
す
る
国
づ

く
り
』
の
根
拠
が
失
わ
れ
た
。
安
保
、

自
衛
隊
の
存
立
が
根
本
か
ら
問
わ
れ

て
い
る
」
と
の
冒
頭
挨
拶
を
し
た
こ

と
で
す
。
二
つ
目
は
、
全
体
討
論
で

の
各
地
域
か
ら
の
平
和
委
員
会
活
動

に
対
し
、
石
川
康
宏
代
表
理
事
（
神

戸
女
学
院
大
学
教
授
）
が
「
討
論
が

『
オ
タ
ク
っ
ぽ
い
』
の
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
な
か
っ
た
条
件
、
局
面
で
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
信
頼
を
得
ら

れ
る
運
動
を
ど
う
進
め
る
の
か
求
め

ら
れ
る
」
と
い
う
問
題
提
起
を
し
た

こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
の
問
題
提
起

を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
考
え
、
情

勢
を
生
か
す
平
和
運
動
を
進
め
て
い

く
の
か
が
、
い
ま
、
改
め
て
問
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

《
旭
区 

松
本
千
賀
子
》 

 
 

「
全
国
の
経
験
が
学
べ
た
」 

 

連
続
の
暴
風
雨
の
西
日
本
、
Ｊ

Ｒ
・
近
鉄
・
南
海
等
は
止
ま
り
、
７

日
の
開
会
に
新
幹
線
「
こ
だ
ま
」
と

名
鉄
で
乗
り
継
ぎ
、
や
っ
と
着
き
ま

し
た
。
吉
田
事
務
局
次
長
の
気
苦
労

を
お
察
し
し
ま
す
。
定
期
全
国
大
会

は
初
参
加
で
す
。
全
国
各
地
で
頑
張

る
皆
様
の
経
験
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き 

                 

ま
し
た
。
本
年
は
、
大
阪
北
部
地
震

被
災
地
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

な
梅
雨
前
線
に
よ
る
暴
雨
で
す
。
軍

事
・
カ
ジ
ノ
・
リ
ニ
ア
等
に
税
を
か

け
ず
に
、
自
然
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
核
兵
器
の
素
と
な

る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
み
出
す
た
め

に
、
原
発
を
再
稼
動
す
る
政
府
・
財

界
。
『
平
和
に
生
き
る
権
利
』
を
行

使
し
、
第
九
条
改
悪
を
さ
せ
な
い
３

０
０
０
万
署
名
を
、
ひ
き
つ
づ
き
続

け
ま
し
ょ
う
。
役
員
の
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

          

  

去
る
７
月
８
日
、
京
橋
に
お
い
て
、 

                   

「
都
島
平
和
の
会
」
第
２
回
総
会

が
７
月
８
日
２４
人
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

上
野
会
長
挨
拶
に
続
き
、
３
人
の

来
賓
紹
介
、
来
賓
を
代
表
し
て
鳥
居

さ
と
し
さ
ん
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

続
い
て
、
大
阪
平
和
委
員
会
理
事
長

の
近
藤
正
さ
ん
か
ら
「
憲
法
９
条
を

掲
げ
非
核
と
平
和
友
好
の
北
東
ア
ジ 

          

ア
を
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
総
会
に
移
り
、
２
０
１ 

７
年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、
１８
年
度
の
活
動
方

針
、
規
約
改
正
、
予
算
、
役
員
の
提

案
が
行
わ
れ
、
各
々
に
つ
い
て
質
疑

に
入
り
、
７
人
の
会
員
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
は
、
規
約
、
再
び
戦
争

を
さ
せ
な
い
た
め
戦
時
中
の
体
験
、

平
和
大
行
進
、
３
０
０
０
万
署
名
、

沖
縄
問
題
、
会
員
拡
大
な
ど
に
つ
い 

て
述
べ
ら
れ
、
平
和
の
会
の
役
割
が

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
も
会
員
拡
大
（
当
面
１
０

０
人
＝
現
在
６０
人
超
）
と
、
特
に
青

年
会
員
を
増
や
す
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

 

議
案
は
皆
さ
ん
の
賛
同
を
得
て
、

承
認
さ
れ
、
１８
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 
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《全国大会仲間づくり＆機関紙コンクール結果》 
〇都道府県 

◇会員実増全国ベスト２(101 人) 
◇新聞実増全国ベスト２(66 部) 
◇新聞増加率全国ベスト５（105.6％） 

〇都道府県ホームページ部門 最優秀賞 
〇基礎組織 

◇新たに 10 人以上会員を迎えた 
 旭区、吹田、西淀川、都島、府高教、青学部 
◇新たに 10 人以上紙誌読者を迎えた 
 高槻・島本、吹田、旭区、西淀川、都島 
◇新たに 5 人以上会員を迎えた 

  高槻・島本、北区、大教組、関西共同 
◇新たに 5 人以上紙誌読者を迎えた 

  天王寺、歯科保険医協会、青年学生部、関共 
〇個人 

◇新たに 10 人以上会員拡大 
  上羽 28 人（ベスト 5)、上野 24 人 （ベスト 6）
  永松 23 人(ベスト 7)、近藤 19 人(ベスト 10) 
 ◇新たに 10 部以上紙誌読者拡大 
  永松 17 部（ベスト 8） 

中村、鈴木、上羽 3 人とも 14 部(ベスト 10) 

 

今月の言葉「キャンドル市民の力」 
 
金正恩委員長が核廃棄を交渉のテーブル

に載せて南と米国との交渉に積極的に出た
のには、キャンドル革命を経験した韓国が守
旧的な行動形態には戻りえないという信頼
があったからであり、韓国政府が南北関係に
積極的に出るようになったのもキャンドル
市民の力が作用した… 

岩波「世界」7 月号「ポスト分断時代の暮

らしを準備しよう」（李南周聖公会大学教授）

大 阪 は
数々の表
彰の対象
に！ 


